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秋空に元気いっぱい

　　　　　響かせて

議会のことをわかりやすくお伝えします

第211号

子供の国保育園の運動会　演目:日野川子供太鼓
写真:江府町地域おこし協力隊　今岡寬和さん

●令和６年度決算認定 
●組合議会 

●一般質問 

●風力発電計画中止を求める決議

●私のひとこと
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歳入歳出決算を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和７年度９月定例会が10日に召集され、会期を25日までの16日間として開かれま
した。今回の定例会は、令和６年度一般会計と11件の特別会計、２件の公営企業会計
の決算及び令和７年度補正予算等提出議案33議案を審議し、すべて原案のとおり可決
しました。なお、本会議初日に令和６年度決算に係る財政の健全化判断比率及び公営
企業会計の資産不足比率について各項目とも基準値を下回っているとの報告がされま
した。

令和６年度 

令和６年度財政の健全化判断比率 令和６年度公営企業会計資金不足比率
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ふるさと納税推進事業
令和６年度のふるさと納税寄付額は、
６億1,755万円でその約半分を経費と
して支出した。

２億９,１４２万円

奥大山自然塾事業
富良野自然塾の分校として、環境教育を行った。
県内からは学童クラブや中学校の宿泊研修で、県外
からは修学旅行や視察等で
多くの参加者があった。

３,０５０万円

地方創生推進交付金事業

６,２５５万円

物価高騰対策支援事業
冬の灯油等の燃料消費量の増加に
対応し、全世帯に２万円の現金給
付を実施した。

２,００４万円

町営交通対策費
地域住民の通勤通学等生活路線として、町営バ
ス・町営タクシーを運行した。
バス年間延べ利用者数　26,742人
タクシー年間延べ利用者数　6,458人

８,７０７万円

Ｒ６物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金事業
令和６年度住民税均等割が非課税の世帯に対し
て給付金を支給する。（子ども加算あり）
支給額　・１世帯当たり３万円
　　　　・子ども加算一人当たり２万円
実績額　世帯数　303世帯　給付額　909万円
　　　　子供人数　 21人　給付額　 42万円

１,１２１万円

鳥取梨生産振興事業
梨園整備・育成機関４年間の期間について奥大
山農業公社が宮市地区内の造成地の管理を行い、
梨栽培を行った。
宮市地区梨団地造成工事
土地造成　5,760㎡、暗渠排水　900㎡
宮市地区宮市梨団地果樹施設設置工事
果樹棚　4,644㎡、潅水設備　4,644㎡

４,１０６万円

地籍調査費
集落からの要望により、社会資本整備及び防災
対策の推進、災害復旧の迅速化、土地トラブル
の未然防止を目的として実施した。
下蚊屋及び御机（換算面積0.11k㎡）
江尾及び小江尾（換算面積0.02k㎡）
武庫（換算面積0.14k㎡）
久連（換算面積0.03k㎡）
柿原（換算面積0.46k㎡）

６,６７３万円

人権文化センター建築事業
人権尊重のまちづくりの拠点施設として
人権文化センターを新築した。

　
工事請負費　7,997万円

８,５８８万円

保育園らしくない保育園事業
保育園の機能を持ちつつ、町内外の人が、休日を含み、自
由に訪れ利用できる場所で、単なる保育園とは違う「保育
園らしくない保育園（コミュニティ・パーク）」の建設に
取り組む。
＊県外視察の実施
　建物を新しくするだけでなく、保育プ
　ログラムについても見直し・検討を行う。
＊外部アドバイザーとの連携
　まちづくりプランナー豊田啓道氏と継続契
　約し、デザイン設計において尽力いただいた。
＊クラウドファンディングの実施
　４,１７８人の方から８,９５３万円も寄付を頂いた。

３,５９２万円

昨年度の主な事業は？昨年度の主な事業は？

歳入項目の説明

地方交付税：

国県支出金：

町　　　債：

町　　　税：

国が徴収した税金から町の財政状況に応じ

て配分されたお金

特定の目的のために国や県から交付されたお金

大きな事業を行うため国や金融機関から借

り入れた町の借金

みなさんが町に収めた税金

歳出項目の説明

人　件　費：

公　債　費：

物　件　費：

扶　助　費：

補　助　費：

操　出　金：

町職員の給与や町議会議員などの報酬

町の借金である町債を返済する費用

消耗品や委託料など

法令等に基づき町民に支払われる手当や医

療費などの補助

負担金や補助金など

一般会計から特別会計や企業会計に支出す

るお金

なるほどおしえ
て！

歳　入
地方交付税

18億7,043万

36.0％

国県支出金
9億5,643万

18.4％

町税
6億7,094万

12.9％
町債

2億32万
3.8％

繰越金
3億7,017万

7.1％

その他
4億2,899万

8.3％

補助費
8億4,269万

17.2％

公債費
4億5,816万

9.3％

物件費
12億283万

24.5％

繰出金
3億7,470万

7.6％

普通建設事業費
  3億4,563万

    7.0％

その他
7,286万 1.5％

51億9,937万円

人件費
8億6,336万

17.6％ 寄付金
6億3,151万

12.1％

諸収入

7,058万

1.4％

積立金
6,298万
1.3％

維持補修費

4億1,308万

8.4％

扶助費

２億7,233万  5.6％

歳　出
49億862万円

決
議
文

江府町SDGｓ推進計画　2,000万円
江府町官民連携によるまち・ひと・
しごと創出計画　2,321万円
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特別会計・公営企業会計の状況
歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

移住促進住宅

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

959万円

3億5,315万円

2億6,143万円

5億3,079万円

355万円

9,143万円

5,960万円

1,957万円

9万円

279万円

247万円

13億3,444万円

1,285万円

3億9,018万円

2億9,904万円

6億3,036万円

369万円

9,143万円

6,063万円

1,957万円

204万円

330万円

249万円

15億1,558万円

326万円

3,704万円

3,761万円

9,957万円

14万円

0

103万円

0

195万円

51万円

2万円

1億8,115万円

1,017万円

2,574万円

4,224万円

8,516万円

0

7,412万円

1,897万円

1,957万円

0

0

27万円

2億7,624万円
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９月定例会陳情の審査結果

総務経済
常任委員会

所 管 審査結果件名及び要旨 提出者

鳥取西部風力発電事業に関する陳情書
陳情９号
令和７年
８月４日

総務経済
常任委員会

陳情８号
令和７年
７月24日

採 択

採 択

鳥取西部風量発電事業について考える住民有志
川端 一美・手島 和文・井上 弘樹・岡本 幸枝
影山 加代子・山本 晋昌・松本 直子・松本 敬・岩﨑 勇
岩﨑 智恵・加藤 明博・田子 智浩・真壁 容子・門脇 文

総務経済
常任委員会

鳥取西部風力発電事業に関する陳情書
陳情10号
令和７年
８月５日

採 択 喜多　範子

総務経済
常任委員会

消費税５％への引き下げとインボイス
制度の廃止を求める陳情書

鳥取西部風力発電事業に関する陳情書

裏金問題の徹底解明とパーティー券
購入を含む企業・政治献金の禁止を
求める陳情

陳情11号
令和７年
８月19日

不採択

不採択

米子市博労町３－９０
　　　米子民主商工会
　　　　　　会長　植田　均

平和・民主主義・豊かな暮らし
をめざす鳥取県の会
　　　代表世話人　村上　俊夫

江府町の人と水を守る会

　　　提出者　川端　孝子

教育民生
常任委員会

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、２０２６年度政府予
算に係る意見書採択の陳情

陳情12号
令和７年
８月22日

趣旨採択

米子市米原２丁目３番20号アーバンプラザ１Ｆ-４
鳥取県教職員組合西部支部
　　　　　　　　支部長　西田 周郎
鳥取県高等学校教職員組合西部支部
              　支部長　先灘 文広

米子市米原２丁目３番20号アーバンプラザ１Ｆ-４
鳥取県教職員組合西部支部
　　　　　　　　支部長　西田 周郎
鳥取県高等学校教職員組合西部支部
              　支部長　先灘 文広

教育民生
常任委員会

「カリキュラム・オーバーロード」
の改善を求める意見書採択の陳情書

陳情13号
令和７年
８月22日

趣旨採択

公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

1億1,118万円

4,804万円

1億6,409万円

1億5,410万円

1億1,001万円

8,756万円

1億5,686万円

2億0,279万円

117万円

△3,952万円

723万円

△4,869万円

支　出収　入 差引額

総務経済
常任委員会

陳情６号
令和７年
５月23日
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江府町歳入歳出決算審査意見書令和6年度 決

　算

陳

　情

一
般
質
問

　組
合
報
告

決
議
文

(1)現状

　歳入決算額は、5,199,369千円で前年比261,006千円の減少、歳出決算額4,908,617千円で前年

比181,590千円減少している。歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質

収支は148,578千円の黒字となっている。

(2)財政指標

　財政の弾力性を示す経常収支比率は90.1%でやや財政の硬直化を示している。

(3)所見

　（イ）町債について

　本町は令和５年実績に於いて県内市町村のうち唯一実質公債費率が15％を超過してい

る。令和の時代に入ってから令和６年まで大型設備投資の連続であったので残高の膨張は

やむを得ない。今後新規設備の起債については熟慮するとともに、適宜既存借り入れの繰

り上げ償還を実施し公債費率の上昇を抑えることが肝要である。

　（ロ）町営交通について

　ここ３年間、町営バスの年間売り上げは7,800千円以上で堅調に推移している。

　（ハ）収入未済額、滞納額の縮減について

　町税については、現年度分徴税率99.78％、滞納分徴収率30.70％である。

　町税の口座振替推進方法を工夫して徴収の効率化を図られたい。

　（二）地籍調査推進について

　県内町村別地籍調査事業進捗率は17.6％で全15町村中14位である、専任担当者が不在で

あることが原因の一つとして考えられる。

　（ホ）市民農園について

　現在利用はなく開園から32年経過した現状を鑑み奥大山自然塾等各種事業などと施設活

用方法を模索されたい。

　（へ）フレックスタイム制導入について

　職員定数82名はほぼ充足している。月間一人当たり時間外勤務時間数は平均3.6時間から

6.8時間である。能動的な時間外削減の制度として、フレックスタイム制の導入を検討され

たい。

　（ト）ふるさと納税について

　寄付額は減少する可能性があり、将来の見通しも不透明である。過度に寄付を期待する

ことなく事業及び資金計画をなされたい。

　議会初日には令和６年度の決算審査結果について小田明彦代表監査委員よ

り監査意見と共に報告がなされました。以下に要約してお知らせいたします。

審査の期間：令和７年７月２２日～令和７年８月２０まで（内６日間）

審査意見及び結果：決算の係数は何れも符合しており、誤りのないことを　

　　　　　　　　　　　　 　確認した。小田明彦代表監査委員
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の
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
は
職
員
だ
け
の
対
応
か
。

令
和
６
年
か
ら
始
め
た
、
こ
れ

か
ら
増
や
し
て
い
き
た
い
。

各
種
予
防
接
種
、
他
町
と
の
違

い
は
。

接
種
率
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に

対
象
者
へ
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て

い
る
。

狂
犬
病
の
発
生
は
。

１
９
５
０
年
以
降
日
本
で
は
な

い
が
、
境
港
に
公
安
が
あ
る
た

め
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

健
診
で
の
癌
発
見
率
は
。

数
件
あ
る
。

不
法
投
棄
の
取

り
締
ま
り
を
お

願
い
し
た
い
。

カ
メ
ラ
の
設
置
を
考
え
た
い
。

住
民
生
活
課

QQQ A

QQQ AAAQAQAQAQA

AAQAQAQA

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

「
愛
ベ
ル
こ
う
ふ
」
が
定
着
し

て
い
な
い
、
積
極
的
に
愛
称
を

使
用
し
て
ほ
し
い
。

「
愛
ベ
ル
こ
う
ふ
」
を
使
用
す

る
よ
う
心
掛
け
る
。

洲
河
崎
カ
ツ
ラ
の
木
周
辺
、
通

行
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

予
算
で
で
き
る
範
囲
で
対
応
す

る
。

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
で

外
灯
が
必
要
で
は
。

検
討
す
る
。

町
民
プ
ー
ル
の
防
塵
対
策
を
し

て
い
る
か
。

し
て
い
な
い
検
討
す
る
。

「
あ
か
る
い
こ
こ
ろ
」
は
小
地
域

懇
談
会
資
料
な
の
で
早
め
に
作
成

に
と
り
か
か
っ
て
ほ
し
い
。

検
討
す
る
。

教
育
課

QA

QQQ AAAQA

利
用
権
設
定
で
32
件
の
解
約
が

あ
っ
た
理
由
は
。

高
齢
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多

い
。

荒
廃
農
地
を
出
さ
な
い
た
め
に

利
用
権
の
解
約
に
つ
い
て
デ
ー

タ
分
析
す
べ
き
。

デ
ー
タ
分
析
す
る
。

農
業
委
員
会

QAQA

地
域
振
興(

株)

及
び
サ
ン
エ
ス

に
送
水
し
て
い
る
配
管
修
繕
工

事
は
令
和
７
年
度
で
終
了
か
。

終
了
の
予
定
。

町
を
代
表
す
る
特
産
品
を
作
っ

て
ほ
し
い
。

奥
大
山
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
で
協

議
中
。

新
甘
泉
の
収
量
は
。

2.7
ト

ン

売

上

１
４
５
万
７
千

円
、
商
品
率
が

よ
く
な
っ
て
い

る
。

瓜
菜
沢
に
は
水

が
な
い
の
か
。

水
は
あ
る
が
雨
の
少
な
い
時
期
は

減
少
す
る
た
め
、
今
年
は
委
託
管

理
者
が
タ
ン
ク
で
対
応
し
た
。

堆
肥
の
熟
成
度
が
不
十
分
で
雑

草
の
種
が
混
入
し
て
い
る
の
で

は
。

雑
草
の
種
は
65
℃
で
３
日
間
で

な
く
な
る
の
で
、
70
℃
で
製
造

し
て
い
る
。

地
勢
調
査
職
員
の
専
任
体
制
は
。

新
年
度
に
向
け
て
考
え
て
い

く
。

危
険
木
の
事
前
伐
採
で
危
険
度

判
定
調
査
は
。

中
国
電
力
が
過
去
の
実
績
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
。

粉
砕
機
の
貸
し
出
し
要
件
は
。

集
落
単
位
で
貸
し
出
し
て
い

る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
振
興
券
の

効
果
は
。

99
・
82
％
の
使
用
率
に
よ
り
町

内
の
消
費
量
が
増
加
し
た
。

水
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
公

開
す
べ
き
で
は
。

評
価
内
容
の
公
開
に
つ
い
て
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
で
確
認

す
る
。

農
業
公
社
の
支
援
と
し
て
農
業

の
専
門
知
識
を
回
答
で
き
る
技

能
や
知
識
の
研
修
を
お
こ
な
っ

て
い
る
か
。

研
修
は
行
っ
て
い
る
。

環
境
王
国
の
取
り
組
み
と
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
米
コ
ン
ク
ー

ル
等
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

産
業
建
設
課

QQ A

QQ AAAQAQAQAQA

AQAQAA QQ

町営タクシー 

パレット奥大山（佐川）

愛ベルこうふ

不法投棄カメラ

新甘泉
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特
別
会
計

江
尾
診
療
所
の
医
療
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
(
会
計
年
度
任
用
職
員

パ
ー
ト
も
含
む
)
確
保
の
た
め
に
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

可
能
な
限
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

人
材
派
遣
会
社
を
利
用
し
て
募

集
を
し
ま
し
た
が
成
功
報
酬
と
し
て

年
間
給
料
所
得
の
25
％
を
派
遣
会
社

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

障
害
と
な
っ
て
い
て
確
保
は
困
難
な

状
況
に
あ
る
が
、
継
続
的
に
募
集
し

て
人
員
に
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
確

保
し
、
時
短
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
の
導
入
も
し
や
す
く
な
る
よ
う

に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

江
尾
診
療
所
の
診
療
日
数
、
医

療
件
数
、
１
日
平
均
件
数
の
推

移
を
み
る
と
診
療
件
数
、
１
日
平
均

件
数
が
減
っ
て
い
る
。
特
に
歯
科
は
、

３
分
の
２
に
減
っ
て
い
る
が
理
由
は

な
に
か
。

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
大
き
な

原
因
と
思
わ
れ
る
。
歯
科
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控

え
の
影
響
に
加
え
、
医
師
の
交
代
に

よ
る
診
療
方
針
の
変
更
と
患
者
の
高

齢
化
に
伴
い
一
人
当
た
り
の
診
察
時

間
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

旧
俣
野
小
学
校
の
調
理
室
の
空

調
改
修
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
施
設
の
多
目
的
利
用
の
実
態
を

踏
ま
え
れ
ば
、
一
般
会
計
で
負
担
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
の
度
は
、
特
別
会
計
で
支
出

し
ま
し
た
が
、
ご
指
摘
は
、
今

後
、
施
設
の
多
目
的
利
用
が
進
む
中

で
、
施
設
管
理
に
お
け
る
特
別
会
計
、

一
般
会
計
が
負
担
す
る
費
用
の
範
囲

を
ど
う
決
め
る
か
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
︵
施
設
勘
定
︶

QQ AA

QA

陳

　情

一
般
質
問

決

　算

　組
合
報
告

決
議
文

３
名
の
訪
問
調
査
員
に
よ

り
介
護
認
定
調
査
を
行
い
、

介
護
認
定
審
査
会
に
認
定
情
報

を
送
付
し
て
い
る
と
あ
る
が
、

調
査
実
施
回
数
、
及
び
人
数
は
、

何
人
か
。

調
査
認
定
調
査
を
２
１
５

件
実
施
し
、
延
べ
人
数
は

２
１
５
名
で
す
。
要
介
護
認
定

者
数
は
２
９
４
人
か
ら
３
０
３

人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
事
業
︵
保
険
事
業
勘
定
︶

QA

あ
や
め
の
施
設
利
用
者
用
ベ
ッ
ド
を

令
和
６
年
度
40
台
、
令
和
５
年
度
40

台
、
合
計
80
台
を
２
年
か
け
て
更
新
し
て

い
る
が
こ
れ
の
稼
働
率
は
い
く
ら
か
。

稼
働
数
は
、
平
均
70
床
で
す
。
町
民

が
緊
急
の
場
合
に
使
え
る
よ
う
に
開

け
て
い
て
ほ
し
い
と
町
よ
り
要
望
し
て
開

け
て
い
る
の
と
、
現
在
の
職
員
数
で
は
、

管
理
で
き
る
の
は
70
床
ま
で
で
す
。
運
営

に
つ
い
て
も
密
接
に
協
議
を
重
ね
、
施
設

の
安
定
的
運
営
に
向
け
た
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

QA

老
朽
管
の
改
修
を
行
う

必
要
と
有
収
率
の
向
上

に
も
努
め
る
と
あ
る
が
、
ほ

ぼ
新
し
い
も
の
に
替
わ
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
地
区

の
も
の
を
ど
の
よ
う
に

改
修
す
る
か
計
画
を
立

て
て
い
る
の
か
。

有
収
率
の
向
上
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
予
算
が
付
き

ま
し
た
の
で
、
調
査
を
行
っ

て
行
き
ま
す
。
水
道
管
は
耐

震
性
の
も
の
と
交
換
し
て
い

く
予
定
で
す
が
、
老
朽
管
の

改
修
も
併
せ
て
具
体
的
な
改

修
計
画
は
立
て
て
い
ま
せ
ん
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

QA

事
業
費
の
標
準
化
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
改
築
等
の
実
施
を
行

っ
て
い
く
予
定
と
あ
る
が
、
各
処
理
場
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
具
体
的
な
修

繕
・
改
修
計
画
は
、
策
定
し
て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
度
は
、
特
定
環
境
保
全
公

共

下

水

道

事
業
区
域
内
の

処
理
場
の
改
築

を
行
い
ま
し
た

が
、
今
後
の
具

体
的
な
修
繕
・

改
修
計
画
の
策

定
は
し
て
い
ま

せ
ん
。 下

水
道
等
事
業
会
計

QA

決
算
の

審

　査

健康福祉センター

チロルの里水処理センター

幅
に
伸
び
て
い
る
が
、
町
内

の
住
宅
不
足
に
よ
り
移
住
者

は
５
件
だ
っ
た
。
こ
の
た
め

空
き
家
バ
ン
ク
を
推
進
し
移

住
希
望
者
の
住
居
確
保
を
図

ら
れ
た
い
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
の
人
口
２
,
４
６
１

名
に
対
し
て
の
普
及
率
は

93

％
。
取
得
者
は
令
和
５
年

度
が
１
２
２
名
、
令
和
６
年

度
が
１
２
０
名
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
さ
ら
に
、
普
及
啓

発
を
強
化
し
、
１
０
０
％
取

得
を
目
指
し
普
及
促
進
に
努

力
さ
れ
た
い
。

駐
車
し
て
い
る
状
態
で
劣
化

に
よ
る
消
耗
が
見
ら
れ
、
早

急
に
車
庫
建
設
を
検
討
さ
れ

た
い
。

①
地
籍
調
査
は
、
過
疎
化
、

高
齢
化
の
中
に
お
い
て
環
境

は
劣
悪
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

よ
っ
て
職
員
体
制
を
整
備
し

専
任
業
務
に
よ
り
完
成
を
急

が
れ
た
い
。

②
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
面
積

は
減
少
し
た
が
、
捕
獲
数
は
前

年
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。
引

き
続
き
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の

推
進
を
行
わ
れ
た
い
。

③
江
府
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地

域
振
興
券
は
、
99

.
８
２
％

と
い
う
高
い
使
用
率
で
あ
り

住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
町
内

の
消
費
拡
大
に
江
府
町
商
工

会
と
連
携
し
て
事
業
を
展
開

さ
れ
た
い
。

①
移
住
定
住
、
空
き
家
関
連

相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
大

①
優
良
農
地
を
守
り
、
荒
廃
農

地
を
出
さ
な
い
た
め
、
担
い
手

や
新
規
参
入
者
育
成
な
ど
促
進

が
急
務
で
あ
る
。
近
未
来
へ
の

農
業
戦
略
と
地
域
計
画
の
策
定

に
努
力
さ
れ
た
い
。

①
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
資
す
る
た
め
、
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
が
新
築
さ
れ
た
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
差

別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
事

業
展
開
さ
れ
た
い
。

②
奥
大
山
江
府
学
園
の
生
徒

６
名
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、
海
外
研
修
を

行
っ
た
。
国
内
外
に
子
ど
も

た
ち
が
視
野
を
広
げ
て
い
く

機
会
と
な
っ
た
。
今
後
の
研

修
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進

む
社
会
で
、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
を
大
い
に
広
げ
ら
れ

る
研
修
先
を
探
ら
れ
た
い
。

を
発
信
で
き
る
新
規
の
返
礼

品
で
寄
付
者
の
選
択
肢
を
広

げ
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
消
防
団
の
団
員
数
は
減
少

し
て
き
て
い
る
が
充
実
強
化

の
た
め
、
引
き
続
き
待
遇
を

含
め
た
環
境
改
善
を
さ
ら
に

進
め
な
が
ら
、
団
の
意
識
向

上
と
啓
蒙
を
図
り
、
団
の
定

数
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
役
場
公
用
車
維
持
管
理
等

に
つ
い
て
、
現
在
59

台
の
車

を
管
理
し
て
い
る
。
現
庁
舎

に
屋
根
が
な
い
場
所
に
青
空

住
民
生
活
課
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総
務
課

産
業
建
設
課

農
業
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　一
般
会
計

参
考
意
見

　一
般
会
計

①
福
祉
厚
生
に
お
い
て
、
全

職
員
を
対
象
に
人
間
ド
ッ

ク
、
事
業
所
健
診
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
全
職
員
が
健

康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
、
職
場
環
境
の
整
備

を
進
め
ら
れ
た
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
奥
大
山
の
魅
力

教
育
委
員
会

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
に

お
い
て
、
歳
入
決
算
前
年
比

２
億
６
,
１
０
０
万
円
減
少

し
て
い
る
。
歳
出
決
算
は
前

年
比
１
億
８
,
１
５
９
万
円

減
少
し
て
い
る
。
実
質
公
債

費
比
率
は
、
令
和
５
年
度
よ

り
０
.
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

16

.
０
％
で
あ
る
。
18

％
と

な
る
と
地
方
債
許
可
団
体
と

な
り
、
徐
々
に
危
険
水
域
に

近
づ
い
て
い
る
。

　
今
後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー

ク
事
業
、
二
地
域
居
住
促
進

住
宅
等
が
控
え
て
お
り
、
さ

ら
な
る
財
政
の
健
全
化
に
努

力
さ
れ
た
い
。

緊急時の対応が懸念される青空駐車

空き家バンクの推進が急がれる

決

　算

陳

　情

一
般
質
問

　組
合
報
告

決
議
文



　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
60

.
２
４
％
(
令
和
７
年

６
月
時
点
)
に
達
し
て
い
る

が
、
利
便
性
を
評
価
す
る
声

と
、
個
人
情
報
へ
の
懸
念
か
ら

利
用
を
た
め
ら
う
こ
え
が
あ
り

安
全
性
、
利
便
性
を
主
体
と
し

た
啓
蒙
活
動
の
方
法
を
考
え
て

利
用
率
が
上
が
る
よ
う
に
努
め

ら
れ
た
い
。

（10）令和７年11月19日発行

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

移
住
促
進
住
宅

下
水
道
等
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

介
護
保
険
事
業

　︵
保
険
事
業
勘
定
︶

　
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、

事
業
者
に
よ
る
定
期
点
検
、
維

持
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、
次

の
建
設
で
、
利
用
者
フ
ァ
ー
ス

ト
の
も
の
を
作
っ
て
い
く
の
に

利
用
者
の
声
が
、
有
効
な
方
法

と
な
る
の
で
、
利
用
者
へ
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

陳

　情

一
般
質
問

決

　算

　組
合
報
告

決
議
文

　

江

尾

診

療

所

で

は

、

ス

タ
ッ
フ
(
正
職
員
、
会
計
年

度

任

用

職

員

(

フ

ル

タ

イ

ム
・
パ
ー
ト
)
)
が
不
足
し

て
い
る
状
況
の
中
、
業
務
改

善
へ
の
取
り
組
み
、
医
療
体

制

の

確

保

に

努

め

て

い

る

が
、
今
後
さ
ら
な
る
ス
タ
ッ

フ
不
足
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
の
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
高
齢
化
率
が
49

.
６
％
か

ら
50

.
７
６
％
に
要
介
護
認

定
者
も
２
９
４
人
か
ら
３
０

３
人
に
増
加
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
の
増
し
て
い
る
半

面
、
看
護
者
の
高
齢
化
、
町

内
介
護
事
業
所
の
人
材
不
足

に
よ
り
必
要
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
を
整
備
し
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
努
め
ら
れ
た

い
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　特
別
会
計

参
考
意
見

　特
別
会
計

　
簡
易
水
道
の
普
及
率
は
、

99

.
６
３
％
に
な
っ
た
が
、

総
排
水
量
４
４
６
.
５
４
１

㎥
で
有
種
率
67

.
７
％
で
約

14

万
㎥
が
漏
水
等
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
い
る
。
漏
水
に
よ

る
道
路
陥
没
な
ど
の
リ
ス
ク

も
あ
る
の
で
、
漏
水
箇
所
の

修
繕
と
併
せ
て
老
朽
管
の
改

修
の
計
画
を
策
定
し
、
有
収

率

の

向

上

に

努

め

ら

れ

た

い
。

　
各
地
区
に
点
在
す
る
処
理

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。
今
後
は
施
設
の
健
全

度
を
正
確
に
評
価
し
、
優
先

順
位
を
定
め
た
具
体
的
な
修

繕
・
改
修
計
画
を
策
定
し
、

必
要
に
応
じ
て
改
築
等
の
実

施
に
努
め
ら
れ
た
い
。

佐川第２団地

利用が高まる顔認証付きカードリーダー

令和７年11月19日発行（11）
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議
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決算の認定（令和６年度）

〇議案第 17 号：病院事業会計決算の認定

　　　収益的収支は前年度比▲20,322 千円だが、36,497 千円の黒字。

　指摘事項：医師・看護師の増員および確保、未収金の徴収・処理に努められたい。人工透析体制の

　　　　　　充実を検討されたい。

〇議案第 18 号：在宅介護支援事業会計決算の認定

　　　収益的収支は前年度比▲6,024 千円だが、2,599 千円の黒字。指摘事項なし。

〇議案第 19 号：診療所事業会計決算の認定　

　　　特別交付税の増加により、収益的収支は前年度比＋1,306 千円、9,364 千円の黒字。

　　　患者数減の傾向があり、原因分析と健全経営に努められたい。指摘事項なし。

補正予算（令和７年度）

〇議案第 20 号：病院事業会計補正（第 1号）

　　　資本的収入補正：＋46,746 千円（計 171,946 千円）

　　　資本的支出補正：＋46,756 千円（計 334,462 千円）

日野病院組合議会

　令和７年８月28日、日野町役場議場で第３回定例会が開催されました。付議案件の主な結果

は次のとおりです。

決算の認定（令和６年度）

〇議案第 8号：会計歳入歳出決算の認定

　　　歳入 171,665 千円／歳出 154,356 千円／差引 11,309 千円

　審査意見：適正な執行と円滑な業務運営に努めていることが認められる。

補正予算（令和７年度）

〇議案第 9号：会計補正予算（第 2号）

　　　繰越金 11,309 千円を追加し、総予算 217,683 千円とする。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会日野町江府町日南町衛生施設組合議会
　令和７年８月29日、江府町役場議場で第３回定例会が開催されました。

〇工事請負契約の締結について：旧灰溶融施設（エコスラグセンター）解体撤去工事

　契約の相手方： 東亜建設工業・金田工務店・津田建築特定建設工事共同企業体

　契約金額： 9 億 1,300 万円

鳥取県西部広域行政管理組合議会鳥取県西部広域行政管理組合議会
　令和７年８月22日、米子市淀江支所議場にて開催。概要は次の通りです。

受付日

企業名

契約の内容

請負の方法

契約金額

令和７年10月24日

（株）コーセン

代表取締役

旧庁舎跡地造成駐車場整備工事

指名競争入札

26,180,000円

令和７年10月24日

（株）コーセン

代表取締役

湖岸トンネル修繕工事(その2)

指名競争入札

36,400,000円

政治倫理条例関係の報告
（政治倫理条例第5条により報告と掲載）

議員と企業と

の関係

教育委員の退任及び
就任のお知らせ

　令和７年９月30日付で富田美智子

委員が退任され後任に江府町尾之上原

出身の中尾 真氏が同年10月１日より

就任しました。

　富田委員には2010年の就任以来、

お勤めいただき大変お世話になりま

した。

（令和７年第３回定例会）

（令和7年9月定例会）



動画で一般質問

加藤議員の一般質問は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

（12）令和７年11月19日発行

町
長
答
弁

加藤 邦樹

　
　
　
令
和
７
年
６
月
17

日
、
中
国
電
力
俣
野
川
発

電
所
に
お
い
て
発
煙
事
象

が
発
生
し
、
同
日
午
後
５

時
20

分
に
終
息
し
、
人
的

な
被
害
は
軽
傷
２
名
と
い

う
こ
と
で
大
事
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
想
定
外
の

事
象
に
よ
り
企
業
の
対
応

が
後
手
と
な
り
、
情
報
が

少
な
く
、
住
民
へ
の
説
明

も
要
請
を
重
ね
て
よ
う
や

く
実
現
し
た
こ
と
な
ど
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
大

変
、
不
安
と
心
配

を
も
た
ら
し
た
出

来
事
だ
っ
た
。
今

回
の
中
国
電
力
の

対
応
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
、
ま

た
今
後
町
と
し
て

の
姿
勢
を
示
し
て

い
か
れ
る
考
え
か

伺
う
。

　
中
国
電
力
に
消

防
団
出
動
後
電
話

し
た
が
、
何
が
起
き
て
い

る
の
か
把
握
し
て
お
ら
ず

対
応
が
遅
か
っ
た
。
現
場

と
本
社
間
で
連
携
が
取
れ

て
い
な
い
と
感
じ
た
。
今

後
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
よ

り
早
く
情
報
を
連
絡
し
て

ほ
し
い
こ
と
を
要
望
し
、

ま
た
地
元
の
不
安
を
払
拭

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
引
き
続
き
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
町
内
に
は
他
に
も

誘
致
企
業
や
事
業
所
が
あ

る
。
今
後
、
事
業
者
に

「
地
域
住
民
を
尊
重
し
た

対
応
」
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
重
大
な
事
故
が
あ
れ
ば

当
然
速
や
か
に
対
応
す
べ

き
、
そ
れ
以
外
は
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
す
べ

き
、
住
民
や
周
辺
の
町
に

被
害
が
拡
が
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
企

業
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　
鳥
取
県
西
部
風
力

発
電
計
画
に
つ
い
て
、
８

月
12

日
の
記
者
会
見
で
、

正
式
に
「
反
対
」
と
江
府

町
の
立
場
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

土
砂
災
害
に
対
す
る
強
い

懸
念
、
計
画
変
更
が
な
さ

れ
て
も
各
町
に
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ
ず
事
業
者
へ

の
不
信
感
と
い
っ
た
点
が

挙
げ
ら
れ
た
。
今
回
の
風

力
発
電
所
建
設
計
画
に
至

る
一
連
の
経
過
を
踏
ま
え
、

今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
の
導
入
に
向
き
合
う
の

か
、
ま
た
他
の
自
治
体
の

よ
う
に
条
例
を
制
定
す
る

な
ど
、
仕
組
み
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
鳥
取
県
西
部
風
力
発
電

事
業
に
つ
い
て
明
確
な
反

対
を
表
明
し
た
。
理
由
と

し
て
、
大
き
な
計
画
変
更

に
も
か
か
わ
ら
ず
相
談
も

な
い
事
業
者
に
対
し
て
不

信
感
を
持
っ
た
、
信
用
で

き
な
い
。

　
条
例
に
つ
い
て
、
条
例

ま
で
作
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
規
制
条
例

に
つ
い
て
は
そ
の
実
効
性

に
つ
い
て
疑
問
、
理
念
条

例
に
つ
い
て
、
あ
え
て
条

例
を
作
ら
な
く
て
も
、
江

府
町
は
奥
大
山
の
自
然
を

守
る
こ
と
を
大
事
に
し
よ

う
と
言
っ
て
い
る
、
殊
さ

ら
条
例
ま
で
作
る
必
要
は

な
い
。

　
　
　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
風
力
だ
け
で
は
な
い
、

太
陽
光
も
あ
る
。
太
陽
光

発
電
の
場
合
、
町
内
の
農

地
は
遊
休
農
地
が
増
え
て

き
て
い
る
状
況
で
、
業
者

が
入
り
込
ん
で
く
る
懸
念

が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
へ
の
対
処
方
法
は
考
え

ら
れ
て
い
る
か
。

　
で
き
る
だ
け
担
い
手
を

増
や
し
、
耕
作
放
棄
地
を

減
ら
す
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

● 緊急時の町内企業との連携について
●再生エネルギー施設設置に関する今後の展望について

緊
急
時
の
町
内
企
業

と
の
連
携
に
つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
設
置

に
関
す
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

中国電力俣野発電所

５名の議員が一般質問５名の議員が一般質問町政を問う!!
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再び賑わいを待つ通り

川端 登志一

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

　　
　
現
状
の
農
業
問
題

に
真
摯
に
取
り
組
む
考
え

が
あ
る
か
伺
う
。

　
何
と
か
担
い
手
の
方
を

作
っ
て
持
続
可
能
な
農
業

に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
I
C
T
を
用
い
人

や
ロ
ボ
ッ
ト
、
女
性
農
業

者
が
も
っ
と
増
え
る
よ
う

な
環
境
や
安
心
安
全
な
基

準
を
取
り
入
れ
た
江
府
町

モ
デ
ル
を
を
事
業
化
す
る

考
え
は
な
い
か
？

　
担
う
人
た
ち
が
出
て
き

て
、
こ
れ
か
ら
10

年
も
20

年
も
続
け
る
の
で
区
画
を

大
き
く
し
て
ほ
し
い
と
い

う
よ
う
な
話
が
あ
れ
ば
考

え
ま
す
。

　
　
　
公
共
事
業
か
ら
発

生
す
る
大
量
の
土
砂
を
盛

土
に
活
用
し
隣
接
す
る
不

耕
作
圃
場
を
か
さ
上
げ
連

結
す
れ
ば
面
積
は
一
挙
に

倍
に
な
る
。
畦
の
幅
や
の

り
面
も
自
走
式
の
草
刈
り

機
が
安
全
に
作
業
で
き
る

勾
配
に
す
れ
ば
、
労
力
は

半
減
し
生
産
性
も
上
が
り

ま
す
。
し
か
も
地
元
負
担

な
し
で
、
こ
の
様
な
こ
と

は
行
政
が
事
業
の
必
要
性

を
積
極
的
に
働
き
か
け
ね

ば
実
現
し
な
い
と
考
え
ま

す
が
？

　
や
は
り
意
欲
あ
る
担
い

手
が
い
る
こ
と
が
前
提
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
地
元
負
担
の
な
い
圃

場
整
備
に
つ
い
て
周
知
不

足
で
は
？
」
と
い
う
こ
と

で
す
が
確
か
に
広
く
皆
さ

ん
に
話
し
て
い
ま
せ
ん
、

こ
の
事
業
を
す
る
た
め
に

は
地
域
の
合
意
が
必
要
で

す
。
ル
ー
ル
と
し
て
新
し

い
圃
場
に
つ
い
て
８
割
以

上
を
担
い
手
に
集
積
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
部

相
談
は
受
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
地

域
合
意
が
取
れ
ず
停
滞
し

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
２
年
前
に
不
幸
に

も
火
災
に
あ
わ
れ
た
土
地

が
あ
り
ま
す
。
町
長
の
英

断
で
い
ち
早
く
処
理
が
出

来
今
年
も
十
七
夜
の
賑
わ

い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
先

ご
ろ
関
係
者
の
方
た
ち
と

復
興
に
つ
い
て
お
話
の
機

会
を
設
け
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
如
何
様
な
状
況

で
あ
っ
た
か
、
こ
の
先
ど

の
よ
う
に
復
興
を
進
め
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
６
月
29

日
に
新
町
二
丁

目
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
、
火
災
現
場
の
解
体
撤

去
の
経
過
な
ど
説
明
し
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

土
地
に
つ
い
て
は
寄
付
し

て
も
よ
い
と
い
う
意
見
や

自
分
で
使
い
道
を
考
え
て

い
こ
う
か
な
ど
と
話
さ
れ

る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

公
費
を
使
っ
て
い
る
の
で

ど
う
い
う
風
な
使
わ
れ
方

を
す
る
の
か
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
歯
抜
け
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
思
い
つ

つ
も
個
人
の
持
ち
物
で
す

の
で
こ
れ
以
上
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
ず
悩
ん
で
い

る
の
が
実
態
で
す
。
全
体

で
７
千
万
円
近
く
の
費
用

を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

以
上
公
費
を
つ
ぎ
込
む
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
い
う
前
提
の
下
、
手
が

出
し
に
く
く
し
ば
ら
く
は

時
間
の
経
過
を
待
つ
し
か

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
度
は
公
金
を
投

入
し
て
復
興
の
一
助
と
し

た
の
だ
か
ら
今
後
も
一
体

と
な
っ
て
相
談
な
ど
支
援

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
？

　
今
回
稀
に
見
る
大
火
災

で
あ
り
ま
し
た
の
で
特
例

と
し
て
解
体
撤
去
費
を
公

金
支
出
し
ま
し
た
、
で
す

の
で
更
な
る
支
出
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
土
地

の
無
償
譲
渡
が
一
部
あ
る

と
申
し
ま
し
た
が
、
も
し

一
団
の
土
地
と
し
て
活
用

の
見
込
み
が
あ
れ
ば
地
元

と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
今
後
新
築
や
改
築

或
は
修
繕
の
場
合
、
魅
力

化
の
一
つ
と
し
て
昔
の
意

匠
を
意
識
し
た
造
り
に
対

し
て
何
か
町
が
後
押
し
す

れ
ば
復
興
が
進
む
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
？

　
た
ま
た
ま
火
災
で
公
金

を
支
出
し
ま
し
た
が
江
尾

筋
も
空
き
家
の
所
が
一
杯

あ
る
の
で
そ
こ
に
ど
う

や
っ
て
手
を
入
れ
て
い
く

の
か
と
て
も
難
し
い
話
と

思
い
ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

町
長
答
弁

産
業
建
設
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

● 土地の魅力化と有効活用について

農
地
編

宅
地
編

令和７年11月19日発行（13）

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

決

　算

陳

　情

一
般
質
問

　組
合
報
告

決
議
文



動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

（14）令和７年11月19日発行

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

川端　裕

　
　
　
初
期
消
火
は
延
焼

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
重
要

な
行
動
で
す
が
、
消
火
栓

の
放
水
口
が
固
定
さ
れ
た

も
の
は
、
操
作
し
に
く
く

高
齢
者
が
取
り
扱
う
場
合

は
、
危
険
を
と
も
な
い
ま

す
。
安
全
性
、
効
率
化
を

図
る
た
め
に
早
急
に
回
転

式
の
も
の
に
替
え
る
べ
き

と
思
う
が
。

　
私
と
し
て
は
、
火
災
の

場
合
、
人
命
、
建
物
、
財
産
、

を
守
る
と
い
う
意
味
で
早
い

段
階
で
の
消
火
は
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
だ
と
お
も
っ
て

い
ま
す
。
従
来
の
固
定
式
は
、

操
作
が
し
に
く
い
の
で
、
回

転
式
の
も
の
に
取
替
え
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
町
内
の
消

火
栓
設
置
数
は
２
８
４
、
集

落
に
よ
っ
て
は
す
べ
て
回
転

式
に
替
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
数
基
し
か
替

わ
っ
て
い
な
い
集
落
が
あ
り

ま
す
が
、
取
替
え
が
集
落
に

よ
っ
て
か
た
よ
っ
て
い
な
い

か
。
ま
た
取
替
計
画
、
取
替

基
準
、
点
検
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
ま
ず
、
点
検
に
つ
い
て
、

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動

時
に
消
防
団
が
行
っ
て
い

ま
す
。
防
災
訓
練
の
と
き

に
集
落
で
も
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、

気
づ
い
た
点
を
報
告
い
た

だ
い
て
い
る
。
取
替
計
画

は
特
に
作
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
消
火
用
ホ
ー
ス
の

管
理
は
、
各
集
落
で
行
っ

て
い
る
が
、
江
尾
地
区
で

は
、
行
政
が
す
べ
て
行
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど

う
い
う
経
緯
で
行
わ
れ
た

の
か
。

　
２
年
前
の
江
尾
大
火
が

あ
ま
り
に
も
イ
ン
パ
ク
ト

が
強
か
っ
た
の
で
補
助
金

を
だ
し
て
江
尾
地
区
全
体

の
ホ
ー
ス
格
納
庫
、
ホ
ー

ス
を
江
尾
区
で
設
置
し
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯

が
あ
り
特
殊
な
例
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
政
府
が
生
産
調
整

か
ら
増
産
に
方
向
転
換
し
ま

し
た
が
、
休
耕
田
な
ど
を
水

田
に
す
る
た
め
に
は
、
労
力
、

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、

水
路
も
復
旧
す
る
に
は
多
額

の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
が
、

町
独
自
の
助
成
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
既
存
の
制

度
を
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
し
か
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
年
か
ら
、

単
町
の
助
成
事
業
と
し
て
畦

畔
の
草
刈
り
機
械
、
田
植
え

機
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
経

費
を
僅
か
な
補
助
率
で
す
が

創
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

外
の
国
、
県
の
補
助
事
業
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
６
月
、
７
月

に
教
員
の
児
童
生
徒
に
対

す
る
わ
い
せ
つ
行
為
や
盗

撮
を
し
た
画
像
、
動
画
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
教
員
グ

ル
ー
プ
で
共
有
し
て
い
た

な
ど
の
事
件
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
長
は
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
具
体
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
。

　
教
職
員
の
服
務
規
律
確

保
の
徹
底
及
び
未
然
防
止

の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

よ
う
指
示
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
第
三
者
の
目
の
届

き
に
く
い
密
室
状
態
の
回

避
や
組
織
的
な
指
導
体
制

を
推
進
し
教
室
、
ト
イ
レ
、

更
衣
室
等
の
定
期
的
な
点

検
、
盗
難
防
止
の
た
め
の

教
室
等
の
環
境
整
備
の
実

施
児
童
生
徒
に
性
暴
力

に
」
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

町

内

の

防

災

に

つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

ホース格納庫

固定式消火栓

回転式消火栓

● 町民の安心安全な生活について
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決
議
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家
の
生
産
向
上

に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
防
犯

に
つ
い
て

芦立 喜男

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

　　　
令
和
５
年
度
決
算

統
計
の
速
報
値
に
お
い
て
、

地
方
債
の
町
民
の
一
人
当

た
り
財
政
負
担
は
、
１
８

２
万
８
千
円
で
あ
り
、
こ

れ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は

考
え
て
い
る
か
？

　
ま
た
、
実
質
公
債
費
比

率
は
15

・
３
％
で
あ
る
が
、

直
近
の
令
和
５
年
度
16

・

８
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
大
型
事
業
分
の
返
済

が
加
わ
れ
ば
、
さ
ら
に
上

昇
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

18

％
を
超
え
な
い
方
策
は

あ
る
の
か
？

　
過
去
に
借
り
て
い
た
も

の
に
つ
い
て
、
繰
り
上
げ

償
還
を
し
て
い
く
こ
と
と
、

新
た
な
起
債
に
つ
い
て
交

付
税
措
置
な
い
も
の
を
極

力
避
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
一
人
当
た
り
起
債

地
方
債
負
担
を
抑
え
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
町
債
残

高
を
減
ら
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
新
規
町
債

発
行
額
を
抑
え
、
町
債
を

あ
て
に
し
た
予
算
編
成
見

直
す
こ
と
が
肝
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
後
の
見
通
し

と
し
て
、
新
庁
舎
建
設
、

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
、
佐
川
の
パ
レ
ッ
ト
奥

大
山
第
二
団
地
等
の
整
備

事
業
で
借
り
入
れ
た
町
債

の
元
金
償
還
が
始
ま
り
ま

す
と
、
公
債
費
比
率
が
上

昇
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

佐
川
地
内
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ー
ク
の
建
設
、
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
に
よ
り

ま
す
新
た
な
ゴ
ミ
処
理
施

設
建
設
で
の
発
行
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
公

債
費
比
率
が
18

％
を
超
え

な
い
た
め
に
任
意
の
繰
り

上
げ
償
還
や
町
債
の
返
済

に
充
て
る
た
め
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
減
債
基

金
の
繰
入
れ
で
当
て
て
お

り
ま
す
。

　　
　
　
県
内
各
市
町
村
に

は
、
財
政
推
計
(
５
年
先

ま
で
の
歳
入
歳
出
計
画
状

況
)
が
あ
り
ま
す
が
、
本

町
で
は
財
政
推
計
を
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

今
現
在
、
財
政
推
定
が
あ

り
ま
す
か
？

　
過
去
に
は
財
政
推
定
を

や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

作
成
し
て
も
い
い
で
す
け

ど
、
結
構
絵
に
描
い
た
餅

に
な
る
の
か
な
と
い
う
気

も
し
ま
す
し
、
そ
れ
に

従
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
結
構
な
ご
負
担
を
強
い

る
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ

い
て
、
つ
く
れ
と
言
っ
て

頂
け
る
と
、
考
え
て
も
い

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
、
町
民
か
ら
は
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
が
多
い

か
ら
大
丈
夫
」
と
よ
く
聞

き
ま
す
。
し
か
し
令
和
４

年
度
、
５
年
度
、
６
年
度

と
伸
び
率
は
ほ
ぼ
止
ま
っ

て
い
ま
す
。
町
長
や
関
係

者
み
な
さ
ま
の
努
力
は
認

め
ま
す
が
、
今
後
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
対
す
る
方
向

の
転
換
や
返
礼
品
の
変
更

等
、
考
え
は
あ
る
か
？

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し

て
は
、
返
礼
品
だ
け
で
な

く
、
本
当
に
担
当
者
が
努

力
し
て
、
寄
付
が
あ
っ
て

か
ら
返
礼
品
が
返
っ
て
く

る
時
間
を
短
縮
し
た
り
し

て
、
こ
こ
ま
で
来
た
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
プ
レ
ミ
ア
ム
米
の

話
し
を
さ
れ
ま
し
た
け
ど
、

米
は
鳥
取
県
も
、
他
県
も

結
構
出
て
い
ま
す
。
江
府

町
で
も
米
を
増
産
し
て
い

た
だ
く
の
は
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
プ
レ
ミ
ア
ム
米

で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
高
い

値
段
に
な
る
か
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
。
餅
と
併
せ

て
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
町
の
方
か
ら
田
植

え
の
前
に
、
お
米
を
「
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
使
い
た
い
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
し
ま
す
。
」
と

町
報
に
掲
示
し
て
く
だ
さ

い
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
協

力
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

町
長
答
弁

総
務
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

本
町
の
財
政
状
況
に

つ
い
て 

令和７年11月19日発行（15）

動画で一般質問

芦立議員の一般質問は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

返済が始まる新庁舎
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文

● かなりきびしい本町の財政状況について



動画で一般質問

前川議員の一般質問は
動画サイトyoutubeで
ご覧いただけます。

（16）令和７年11月19日発行

町
長
答
弁

前川 文洋

　
　
　
財
政
が
厳
し
い
中
、

大
型
事
業
(
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
)
を
進
め
る

妥
当
性
は
あ
る
か
？
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
見
通
し

は
ど
う
か
？

　
財
政
運
営
は
よ
り
厳
し

く
な
る
が
、
現
状
維
持
だ

け
で
は
町
が
衰
退
す
る
。

外
部
の
応
援
も
増
え
て
い

る
今
こ
そ
、
有
利
な
財
源

を
使
い
な
が
ら
事
業
を
進

め
、
財
政
と
の
両
立
を
は

か
っ
て
い
き
た
い
。

　
事
業
の
進
度
を
調
整
す

る
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
大
き
な
し
わ
寄
せ
は

来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
上
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
は
あ
る
か
？

　
５
年
ご
と
に
見
直
し(

直

近
は
令
和
元
年)

。
人
口
減

少
で
赤
字
が
生
じ
、
過
去
５

年
平
均
で
一
般
会
計
か
ら
約

５
６
０
０
万
円
を
支
援
し
て

い
る
。
新
し
い
料
金
は
子
育

て
世
帯
・
高
齢
者
に
配
慮
し

て
、
全
協
説
明
↓
パ
ブ
コ

メ
・
住
民
説
明
会
↓
条
例
改

正
の
手
順
で
進
め
ま
す
。

　
　
　
実
質
公
債
費
比
率

18
％
回
避
の
具
体
策
は
？

　
不
利
な
起
債
か
ら
優
先

し
て
繰
上
償
還
す
る
。
令
和

６
年
度
は
約
２
０
０
０
万
円
、

今
年
度
は
約
４
０
０
０
万
円

を
考
え
て
お
り
、
借
入
と
返

済
の
バ
ラ
ン
ス
で
上
昇
を
防

ぐ
。
返
す
以
上
に
借
り
な
い

こ
と
と
、
繰
上
償
還
を
併
せ

て
進
め
る
考
え
で
す
。

　
　
　
保
育
園
計
画
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
へ
発

展
し
た
経
緯
は
？

　
現
保
育
園
は
土
砂
災
害

の
不
安
、
送
迎
動
線
の
課

題
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
で
示
さ

れ
た
。
最
初
は
佐
川
地
区

に
保
育
園
を
移
設
と
い
う

話
だ
っ
た
が
、
町
内
の
遊

び
場
不
足
も
踏
ま
え
て
、

職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
住

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

「
公
園
の
中
に
預
か
る
施

設
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

形
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
事
業
費
と
規
模
に

つ
い
て
。
建
物
の
延
べ
面

積
を
園
児
一
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
、
例
え
ば
淀

江
ど
ん
ぐ
り
こ
ど
も
園
で

一
人
当
た
り
９
・
５
㎡
、

た
じ
り
こ
ど
も
園
で
一
人

当
た
り
11
・
６
㎡
。
現
設

計
で
は
一
人
当
た
り
17
・

７
㎡
。
他
よ
り
７
割
ほ
ど

大
き
い
。
規
模
縮
小
や
計

画
見
直
し
が
必
要
で
は
？

　
単
な
る
保
育
園
で
は
な

く
、
大
勢
の
人
が
使
う
公
園

で
も
あ
る
の
で
、
一
人
当
た

り
換
算
で
は
比
べ
ら
れ
な
い
。

国
か
ら
地
方
創
生
交
付
金
を

認
め
る
内
示
を
う
け
て
お
り

事
業
費
の
半
分
は
国
か
ら
出

る
。
総
額
に
つ
い
て
は
庁
舎

が
上
限
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
た
が
、
最
近
の
物
価
上

昇
が
ど
の
程
度
か
に
も
よ
り

ま
す
。

　
　
　
保
育
施
設
の
適
地
性

と
交
通
安
全
の
考
え
方
は
？

　
ま
と
ま
っ
た
用
地
が
得

ら
れ
、
公
園
一
体
で
子
ど
も

が
伸
び
伸
び
遊
べ
る
利
点
が

あ
る
た
め
佐
川
地
区
を
選
定

し
た
。
送
迎
は
保
護
者
の
車

利
用
が
基
本
と
考
え
る
。
安

全
配
慮
に
つ
い
て
は
継
続
し

て
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
二
地
域
居
住
促
進

住
宅
を
旧
役
場
跡
地
に
置

く
妥
当
性
と
、
空
き
家
活

用
は
？

　
江
尾
の
賑
わ
い
を
維
持

す
る
必
要
が
あ
り
、
分
譲

を
基
本
に1

区
画
は
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
等
も
検
討
す
る
。

空
き
家
は
行
政
が
改
修
す

る
と1

棟
当
た
り
何
千
万

円
と
か
か
る
た
め
、
民
間

に
任
せ
る
仕
組
み
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
両
事
業
の
立
地
再

検
討
を
求
め
る
。

　
議
会
の
承
認
を
経
て
進
ん

で
お
り
、
再
検
討
は
し
な
い
。

財
政
に
つ
い
て

建
設
費
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

産
業
建
設
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

● 財政がきびしい状況で
　コミュニティパーク建設が適切かを問う

旧役場跡地

陳

　情

一
般
質
問

決

　算

　組
合
報
告

決
議
文ま

ち
づ
く
り
に

つ
い
て

令和７年11月19日発行（17）

決

　算

陳

　情

一
般
質
問

決
議
文

　組
合
報
告

　鳥取西部風力発電事業計画に対し、中止を求める決議を町長に対し行い

ました。江府町議会としては、この事業について、多くの町民の意見、要望を

踏まえ、８月４日に町長に対して事業廃止の提言をしていましたが、この度

の９月議会において、決議決定しました。今この事業については、関係自治体

３町長とも、反対表明をされていますが、自治体に中止の決定権がなく、３町

共同で国に対して関係自治体の意見を認可の重要参考にするよう、鳥取県知

事を通じて要望しているところです。

　決議書の内容は次のとおりです。

　　江府町長　白石　祐治　様

　　　　　　　　　　　　　　　　江府町議会議長　阿部　朝親

　国の再生可能エネルギーについての考え方は、賛同できるものであり、風力発電そのものに対して反対す

るものではないが、本町は、雄峰大山の裾野に広がる風光明媚な土地柄であり、大山隠岐国立公園の一部と

なっている。また、町全域は優れた自然環境と農業のバランスが保たれ、安心安全な農産物の生産に適した

地域の証である「環境王国」の厳しい認定条件をクリアしている。したがって、町民及び行政と議会はこれを守

り続けなければならない。しかし、この度の本町での標記事業の最新計画を聞くに及び、これを大変憂慮する

ものである。

　さらに、真砂土の急峻な山への施設設置及び建設用道路の敷設に対し、近年の異常気象による頻発する集

中豪雨により、崩落の危険性が更に増すのではとの懸念も拭えず、多くに町民からの反対の意思表明も寄せ

られている。

　しかも、事業の大きな計画変更についても、何の事前協議もなく行われるなど、企業の事業の進め方につ

いても大きな不審、疑念を持たざるを得ない。

　これらの理由により、本議会としては当該事業計画に対し、中止を町長に求め決議する。

鳥取西部風力発電事業計画に対し中止を求める決議

風
車
発
電
事
業
計
画
に
対
し

　
　中
止
を
求
め
る

決

議

決

定

(イメージです)

　平素より議会運営にご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。  

　議会では、町政に関する情報共有と意見交換の場として、下記のとおり住民懇談会を開催します。二部

構成とし前半は９月議会の内容をテーマに、後半はフリートークとして幅広くご質問・ご要望を伺います｡

令和7年11月23日　　　13時30分〜15時30分

江府町役場２階

どなたでも（予約不要・途中入退室可）

全議員

日 時

会 場

対 象

参 加

日

住民懇談会 開催のお知らせ

　町民の皆さまから定期開催のご要望を受け、年２回（９月の決算審査後と３月の予算審査後）を基

本に継続開催してまいります。皆さまの率直なお声が、より良い町政と議会運営につながります。

　ご多用の折とは存じますが、ぜひご参加ください。
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よ
う
や
く
秋
の
気
配
を
感
じ

ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。
四
季

折
々
の
趣
は
、
日
本
特
有
の
も

の
で
す
が
、
そ
の
季
節
感
が
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近
頃
で

は
、
熊
の
被
害
な
ど
有
害
鳥
獣

に
よ
る
、
人
や
農
産
物
へ
の
被

害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
温
暖

化
に
よ
り
生
物
の
生
態
が
変
わ

っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
を
も
っ
と

身
近
な
も
の
と
し
て
、
全
国
に

全
世
界
に
呼
び
掛
け
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
江
府
町
議
会
は
、

こ
の
９
月
議
会
で
、
今
計
画
さ

れ
て
い
る
自
然
を
破
壊
す
る
よ

う
な
風
力
発
電
に
は
、
強
く
反

対
し
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま

し
た
。
人
類
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
生
物
が
本
来
の
生
き
方
を

取
り
戻
し
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
未
来
に
残
し
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
森
田
　
哲
也

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　川
端
登
志
一

副
委
員
長

　森
田

　哲
也

委

　
　員

　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　川
端

　
　裕

　
　
　
　
　前
川

　文
洋

私

に
関
わ
る
様
々
な
決
定
を
、

自
分
で
考
え
て
周
囲
と
折
り

合
い
な
が
ら
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
力
を
私
は
と
て
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
、

２
人
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る

か
な
～
と
眺
め
て
い
ま
し

た
。
す
る
と
「
あ
と
ど
の
く

ら
い
遊
べ
る
？
」
と
子
ど
も

達
か
ら
確
認
が
入
り
ま
し

た
。
茂
み
に
ボ
ー
ル
を
吸
い

込
ま
れ
な
が
ら
も
一
頻
り

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
後

「
そ
ろ
そ
ろ
川
に
行
く
か

～
」
と
10

月
の
船
谷
川
へ
入

水
！
短
い
時
間
で
も
ど
ち
ら

も
満
足
に
遊
び
き
り
、
イ
イ

顔
の
少
年
に
私
も
満
た
さ
れ

て
こ
の
日
を
終
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
も
大
人
も
生
の
や

り
と
り
の
中
で
は
、
発
せ
ら

れ
た
言
葉
以
上
に
声
色
や
表

情
、
態
度
を
感
じ
と
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
感
覚
を
頼
り

に
、
時
に
や
り
す
ぎ
た
と
い

う
経
験
も
糧
に
、
調
和
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
自

分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
、
渡
部
で
す
。
移
住

後
ま
も
な
く
、
子
ど
も
達
の

自
然
体
験
が
少
な
い
、
遊
ぶ

場
所
が
な
い
と
い
う
お
話
を

伺
っ
て
、
小
学
生
と
自
然
遊

び
の
時
間
を
あ
や
め
館
を
拠

点
に
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
男
の
子
２
人
の
や
り
た
い

遊
び
が
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

と
魚
獲
り
に
わ
か
れ
た
時
の

こ
と
で
す
。
一
緒
に
は
遊
び

た
い
、
で
も
や
り
た
い
こ
と

が
違
う
こ
の
状
況
、
大
人
が

決
め
て
し
ま
う
こ
と
は
簡
単

で
す
し
、
子
ど
も
達
は
決
め

ら
れ
る
こ
と
に
も
慣
れ
て
い

ま
す
。
遊
び
も
含
め
て
自
分

８ 子
ど
も
同
士
の

遊
び
と
自
然
体
験
！

江府町地域おこし協力隊

渡部裕美子

を
学
ん
で
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
心
身
共
に
急
成
長
し
て
い

く
子
ど
も
時
代
に
、
自
然
は

発
達
に
十
分
な
感
覚
刺
激
を

与
え
て
く
れ
、
変
化
に
富
む

環
境
の
中
で
頭
も
心
も
身
体

も
フ
ル
に
使
っ
て
溢
れ
る
好

奇
心
を
満
た
す
経
験
は
、
全

て
含
め
て
セ
ン
ス
オ
ブ
ワ
ン

ダ
ー
！

　
大
袈
裟
で
な
く
生
涯
を
貫

く
宝
物
で
、
主
体
的
に
人
生

を
歩
む
土
台
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
江
府
町
で
、
子
ど
も

達
が
本
来
備
わ
っ
た
個
性
を

の
び
の
び
と
伸
ば
し
な
が
ら

健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
微
力
な
が
ら
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

わたなべ  ゆ　 み　こ


